
メトローム ドージングユニット＆交換ユニット
キャリブレーションサービス

メトローム ドージングテスト
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毎日使うものだからいつでも正確に...

毎日使うために
メトローム・ドージングユニット/交換ユニットは、いつで
も高い信頼性をもって稼働しており、常に正確な分注
をおこないます。シリンダーは新たなシーケエンスが
始まる前に滴定試薬で満たされます。

メトロームの滴定システムが表示する数値は信頼でき
ることがわかっているからこそ、お客様は得られた
結果に基づいて決定を下すことができます。

しかし、その数値は絶対的に信頼できるものでしょうか？

答えはイエスです。ただし、お使いのメトロームドージング
ユニットや交換ユニットが新品であるか、定期的に保守
点検サービスを受けていれば、という条件がつきます。
化学物質を使う装置や可動部分のあるメトロームビュ
レットは、その両方に当てはまりますが、月日の経過と
ともに、その正確性は低下してゆきます。

例えば、KOHアルコール溶液は、ガラスシリンダーを
浸食し、シリンダーの内径を変化させます。内蔵ビュレット
の酷使や単純な経年劣化も、測定システムの性能に
悪影響を及ぼします。 

メトローム ドージングテスト 
これに対処するために生み出されたのがメトローム
ドージングテストです。お使いのドージングユニット、
あるいは交換ユニットを定期的に検査し、正確性と
精度が許容誤差範囲内であるかどうかを確認します。

また、メトロームドージングテストは、特別にトレー
ニングを受けたメトロームのサービスエンジニアが
お客様のもとへ出向き、定められた基準と手順に従い
行われます。

メトロームドージングテストは、毎年の装置点検時
に実施することができます。お客様のラボでのワーク
フローを出来る限り妨げないよう、メトローム保守契約
サービスの一環として実施することも、または《必要に応
じて》実施することもできます。
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高い要求に応えるために...

証明する通りです。つまり、お客様は使いはじめの時
点からピストンビュレットの正確性と精度を信頼するこ
とができます。

メトロームドージングテストは、お客様によって装置が
日常的に使用されている際も、これらの要求事項が
満たされているかをチェックし、引き続きそれぞれの
規格に適合していることを確認します。

ピストンビュレットには、吐出量の正確性と精度の点
で、ISO規格8655-3:2002《ピストン式容量測
定機器―第3部：ピストンビュレット》および米国薬局
方USP 35-NF  30、一般条項〈31〉《Volumetric 
Apparatus;容量測定機器》に定められた非常に厳し
い要求事項があります。

メトロームのビュレットが、工場出荷時にはこれらの厳格
な要求事項をすべて満たしていることは、品質保証書が

ISO8655-3:2002に基づくモータードライブの最大
許容誤差:

                 　　　　　最大許容誤差
 表示容量　　システマチック	 ランダム
 　mL		   ± µL	              ± µL
	 ≦1	 6.0	 1.0
	 2	 10	 2.0
	 5	 15	 5.0
	 10	 20	 7.0
	 20	 40	 14
	 50	 100	 25

N.I.S.T. Class A (ASTM E287-02)に基づくビュレット
の許容誤差:

   ビュレット 	    10
   表示容量        («マイクロ»      25	          50
 　   mL	    タイプ)
 最小滴下量、mL	 0.02	 0.1	 0.1
 最大誤差、mL	 0.02	 0.03	 0.05



メトロームのドージングテストは、重量法に基づいてお
こなわれます。分注された水の重量を測定し、その水
の密度から吐出量を計算します。次に算出された吐出
量と装置の表示する数値を比較します。 

04 結果の正確性は、質量測定の正確さだけでなく、他の
パラメーターにも左右されます。主なものは水温、室温、
気圧です。そのため、メトロームのサービスエンジニア
は、校正済みの温度計と気圧計を持ち、それを使用して
ドージングテストをおこないます。

1つのメソッドで全ての必要事項に対応

ISO 8655-6準拠ドージングテスト
≪ISO8655-6：2002 ピストン式容量測定機器 – 第
６部：測定誤差の決定のための重量法≫に定められ
た手順により、テストでは3通りの異なる量が使用され
ます。

 •  シリンダー表示容量の10％
 •	  シリンダー表示容量の50％
 •  シリンダー表示容量の100％

この3通りの量それぞれについて、個別に10回の測定
を実施します。テスト用の液体は、ISO 3696に規定
されたグレード3に該当する品質の水です。測定された
値からシステムによる測定誤差とランダムな測定誤差
を算出します。

メトロームドージングテスト、積算方式
メトロームドージングテストの一般条件の内容
は、ISO8655-6：2002と一致しています。テスト
条件、テスト手順、計算についての詳細は、メトローム
アプリケーションリスト283/1 eに記載されています。

積算方式においては、充填済みの1個のシリンダー
からテスト量が分注され、再充塡はありません。最小
のテスト量は正確にシリンダー容量の10%、最大の
テスト量は正確に100%です。残りの8回のテストの
量はこの上限と下限の間でランダムに選ばれます。

この手順により、ビュレットの容量範囲全体がカバー
されます。こうして吐出量の直線性を信頼性のある
形でチェックすることができます。



05メトロームドージングテスト、反復方式
メトロームドージングテストの反復方式においては、あ
るテスト量を分注した後、シリンダーを再充塡します。
従って、いずれの吐出もシリンダーが完全に満たされた
状態からスタートします。

顧客基準ドージングテスト
顧客基準ドージングテストは、ISO8655-6：2002に
定められた手順と一般条件に従って実施されます。

ただし、お客様は以下のパラメーターから選択します：

 •	シリンダー表示容量の10%と100%の間で
	 任意にテスト量を選択可能
 •	反復測定の回数を3回から10回の間で変更可能。
	 また、回数は個々のテスト量ごとに変更可能

これにより、例えばSOPの規定内容など、お客様独自
の要求事項への準拠が可能です。

 選択できるテスト手順の種類	 　　　　　　　　 特長

 ISO8655-6に沿ったテスト	 •	 国際的に認められた基準に沿って行われる公式な	
		     手順		
		  •  ISO8665-6：2002に沿った手順
 メトロームドージングテスト、積算方式	 •	ビュレット容量範囲全体をカバー
		  •	テストにかかる時間が最も短い
		  •	 ISO8665-6：2002に沿った手順
 メトロームドージングテスト、反復方式	 •	ビュレット容量範囲全体をカバー
		  •	実際の使用条件をシュミレーションして実施
		  •	お客様のSOPに従って実施が可能
 顧客基準ドージングテスト	 •	お客様が必要とするビュレットの容量範囲内の検査
		  　が可能
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万全を期す

ドージングテストはお客様に確証を提供します。お使
いのメトロームビュレットが表示数値通りの量を吐出
しているという確証です。これにより、測定結果が本当
に信頼できて監査時に問題が生じないという確信が
得られます。

メトロームドージングテストが問題なく終了しましたら、
該当する内容の証明書をお客様にお渡しいたします。

この証明書は、テストで検証された通り、またテストで
使用された基準計器によって検証された通り、お使い
のビュレットが要求事項を引き続き満たしていること
を明確かつトレーサブルな形で確認するものです。

つまり、お客様はメトロームビュレットの正確性に100
パーセントの信頼を置いて作業に集中できるというこ
とです。
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ドージングテストについて

テストにはメトロームビュレットの検査と保守が含まれ
ています
メトロームドージングテストには、お使いのメトローム
ビュレットの検査と保守が必ず含まれています。

メトロームのサービスエンジニアがピストン、シリンダー、
バルブディスク、接続チューブ、その他のコンポーネント
に損傷や摩損の兆候がないかをチェックし、その後必要
に応じてクリーニングと潤滑剤の塗布を行います。

ビュレットが要求事項を満たしていなかった場合は、
メトロームのサービスエンジニアはその場で問題の
あるコンポーネントの交換を行い、再度ドージングテスト
を行います。
 
お使いの駆動部（ドジーノ、ティトリーノ、タイトランド）
の検査と保守
交換ユニットやドージングユニットとビュレットの駆動
部は、合わせてひとつのユニットを形成しているため、
ドージングテストではシステム全体をチェックします。

ドジーノでもティトリーノでもタイトランドであっても、
駆動部それ自体は精密機械です。50mmあるいは

80mmのピストンストロークは、それぞれ10,000と
20,000に分解能として細かく分割されています。

言うまでもなく、このストロークは吐出量に直接関係
しています。駆動部が仕様から逸脱した場合は、その
ままドージングテストの結果に問題が生じます。

そのため、以下のような理由により駆動部の検査と保守
を行うことが大切です：

 •  ドージングテスト中のトラブル防止
 •  ドージングテスト中だけでなく、日常使用時でも駆動
		  部のエラーを防止
 •		 駆動部と交換ユニット（又はドージングユニット）の	
		  組み合わせで最大限の柔軟性を確保

お使いの交換ユニット、ドージングユニット、駆動部が
全て校正されていれば、どの交換ユニット（又はドージ
ングユニット）をどの駆動部と組み合わせて使用しても
大丈夫です。

メトロームネットワーク：
	 グループ会社

	 販売代理店
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www.metrohm.jp




